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五 戸 ま つ り



we

　　合併30年
　 　 合併30年を記念し町民憲章を
制定したほか、フィリピン共和国
バヨンボン町と姉妹都市を締結、
さらには役場新庁舎が完成するなど
五戸町にとって大きな節目となりま
した。（広報五戸№302）

　　倉石村村政施行100周年
　　村政施行100周年を記念し、
タイムカプセルを倉石コミュニティ
センター前に埋設しました。カプセ
ルは西暦2039年に開封されます。

（広報倉石№357）

　　大韓民国沃川郡と姉妹都市締結
　　（広報五戸№459）

　　合併40周年
　　合併40周年を記念し、町
のイメージソング｢大空へ続く
坂道｣が完成しました。

（広報五戸№438）

　　合併30年
　 　 合併30年を記念し町民憲章を
制定したほか、フィリピン共和国
バヨンボン町と姉妹都市を締結、
さらには役場新庁舎が完成するなど
五戸町にとって大きな節目となりま
した。（広報五戸№302）

　　ひばり野公園完成
　 　 ８年の歳月と13億余円の巨費
を投じた“町民の夢”が実現し、各
種スポーツ大会が盛んに行われるよ
うになりました。（広報五戸№263）

　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
９
月
20
日
、
聖
火
リ
レ
ー
が
五
戸

町
に
到
着
。
大
勢
の
町
民
が
沿
道
に
詰

め
掛
け
、
こ
れ
を
祝
福
し
ま
し
た
。

（
広
報
五
戸
№
66
）

　
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
石

沢
の
駒
踊
」
が
日
本
の
民
俗
芸
能
を
代

表
し
て
公
演
し
ま
し
た
。

（
広
報
倉
石
№
64
）

　　豊間内地区編入合併
　　（広報五戸№８）

Ｓ39

　
　
町
章
制
定

　
　
「
五
」
と
「
戸
」
を

組
み
合
わ
せ
、
団
結
・

融
和
・
町
の
発
展
を
象
徴

す
る
町
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

（
広
報
五
戸
№
37
）

Ｓ36

　
　
倉
石
村
編
入
合
併

　
　
倉
石
村
の
１
１
５
年
の
歴
史
に

幕
を
降
ろ
し
（
広
報
倉
石
№
５
２
７
）、

新
た
な
五
戸
町
の
誕
生
を
迎
え
ま

し
た
。
（
広
報
五
戸
№
５
４
１
）

Ｈ16

Ｓ33

　　十勝沖地震
　 　 ５月16日に北海道・東
北各地を襲った震災は、五戸
町にも死者11人、負傷者21人、
損害総額約25億余円の大きな
爪あとを残しました。

（広報五戸№107）
※紙面の数字は速報値です。

Ｓ43

　　合併20周年
　　合併20周年を記念し、地蔵平工業
団地内の町道地蔵平中央線にプラタナ
スとイチョウの苗木を植樹しました。

（広報五戸№190）

Ｓ50Ｓ56

　　第１回ごのへケトバシまつり開催
　　馬肉食べ放題と少年サッカー
大会を核とした子どもから大人まで
楽しめるイベントを立ち上げました。

（広報五戸№349）

Ｓ63

　　倉石村村政施行100周年
　　村政施行100周年を記念し、
タイムカプセルを倉石コミュニティ
センター前に埋設しました。カプセ
ルは西暦2039年に開封されます。

（広報倉石№357）

Ｈ２

　　大韓民国沃川郡と姉妹都市締結
　　（広報五戸№459）
Ｈ９

Ｓ59

　　学校給食開始
　　（広報五戸№143）Ｓ46

　　町制施行50周年・合併10周年、倉石村村章制定
　　記念の年の「五戸秋まつり」には、
青森ねぶたと秋田かん灯もお祝いに駆
けつけました。（広報五戸№77）
　同年、倉石村では村章が制定されま
した。平仮名の「くらいし」を紋章化
し、平和・協力・村の発展・豊穣を象
徴しています。（広報倉石№72）

Ｓ40

五戸町町村合併50周年＆倉石村との合併１周年特集五戸町町村合併50周年＆倉石村との合併１周年特集

広報がつづった
　　半世紀の歩み
広報がつづった
　　半世紀の歩み
　昭和30年７月１日の五戸町・川内村・浅田村の合併から２年後、昭和
32年４月29日、「広報五戸」創刊号が発行されました。また、倉石村では
昭和34年８月１日に「広報倉石」が創刊。以来、町村の施策やさまざま
な出来事を掲載してきた広報紙をひもといて、五戸町の半世紀を振り
返ってみました。

オクチョンオクチョン

　 　合併40周年
　　合併40周年を記念し、町
のイメージソング｢大空へ続く
坂道｣が完成しました。

（広報五戸№438）

Ｈ７
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町
立
公
民
館
で
６
月
23
日
、

「
安
全
・
安
心
教
室
」
と
青
森
県

警
察
音
楽
隊
演
奏
会
の
二
部
構
成

で
「
安
全
・
安
心
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
・
安
心
教
室
」
で
は
、

夜
間
の
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る

た
め
「
明
る
い
色
の
服
や
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
」
と
実
際
に

会
場
を
暗
く
し
て
ラ
イ
ト
を
当
て

て
実
験
し
た
ほ
か
、
「
振
り
込
め

詐
欺
か
ら
身
を
守
ろ
う
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
演
奏
会
で

は
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
演
技
に
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
五
戸
町
民
大
学
講
座

が
、
今
年
も
開
講
し
ま
し
た
。
６

月
28
日
の
合
同
開
講
式
に
は
約
１

３
０
人
の
町
民
が
参
加
。
a
橋
正

之
教
育
長
が
、
「
親
子
関
係
に
学

習
の
原
点
が
あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
は

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
何
で
も
聞
く

し
、
親
は
「
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら

な
い
の
か
」
と
は
言
わ
ず
に
親
切

に
教
え
る
。
皆
さ
ん
も
赤
ち
ゃ
ん

に
な
っ
た
つ
も
り
で
学
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
『
素
直
な
心
で
今
を
大

切
に
』
と
題
し
て
八
戸
市
q
引
の

凉
雲
院
住
職
、
泉
山
益
宣
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
（
三

浦
榮
一
会
長
）
で
は
６
月
26
日
、

八
景
橋
か
ら
五
戸
温
泉
付
近
に
か

け
て
、
川
沿
い
の
草
刈
り
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
会
は
五
戸
川
中
流
域
に
位
置

す
る
上
大
町
、
下
大
町
沢
、
川
原

町
、
下
新
井
田
、
蛯
川
、
石
仏
・

兎
内
地
区
の
自
治
会
と
五
戸
高
校

の
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

平
成
10
年
か
ら
土
手
の
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
初
夏
の
日
差
し

の
下
、
笑
顔
で
汗
を
拭
い
な
が
ら

作
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

県警音楽隊によるカラーガードの演技

泉山益宣氏による記念講演

仲間と楽しくストレッチ

土手の草を刈る参加者

議会ニュース
　
町
議
会
定
例
会
（
第
16
回
）
が
６
月
９
日
か
ら
14
日
ま
で

の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、

平
成
17
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
11
件
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
平
成
16
年
度
に
お
け
る
ア
グ
リ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
支

援
事
業
、
住
宅
建
設
事
業
、
道
路
橋
梁
補
助
災
害
復
旧
事

業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
建
設
事
業
の
各
事
業
の
一
部
に

つ
い
て
、
年
度
内
に
完
了
で
き
な
い
た
め
、
平
成
17
年
度

に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
一
ノ
坪
辺
地
お
よ
び
平
成
・
横
倉
辺
地
に
つ
い
て
、
町

道
を
整
備
す
る
た
め
に
総
合
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
町
民
税
が

非
課
税
だ
っ
た
65
歳
以
上
で
一
定
所
得
以
下
の
方
も
町
民
税

の
課
税
対
象
と
す
る
な
ど
、
所
要
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

事
件
・
事
故
か
ら
身
を
守
ろ
う

安
全
・
安
心
コ
ン
サ
ー
ト

五
戸
川
を
き
れ
い
に

　
　
　

草
刈
り
奉
仕

五
戸
川
を
き
れ
い
に

　
　
　

草
刈
り
奉
仕

五
戸
川
を
き
れ
い
に

　
　
　

草
刈
り
奉
仕

五
戸
川
を
き
れ
い
に

　
　
　

草
刈
り
奉
仕

17年度

町
民
大
学
開 講

　
７
月
10
日
、
町
立
公
民
館
体
育

セ
ン
タ
ー
で
五
戸
町
健
康
ラ
ジ
オ

体
操
の
会
（
塚
原
實
敬
会
長
）
主

催
の
ラ
ジ
オ
体
操
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
青
森
大
学
の

雨
森
輝
昌
教
授
を
招
き
、
会
員
35

人
の
ほ
か
一
般
町
民
も
参
加
、
健

康
ス
ト
レ
ッ
チ
や
正
し
い
ラ
ジ
オ

体
操
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
ス
ト
レ
ッ
チ
が
こ
ん

な
に
も
健
康
に
い
い
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
」
と
話
し
な
が
ら
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
体
操
・

ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
を

ラ
ジ
オ
体
操
・

ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
を

ラ
ジ
オ
体
操
・

ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
を
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▼
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
入
院
室
料
（
特
別
室
）
を
値
下
げ
、
分
べ
ん
料
・
死
体

検
案
料
（
施
設
外
）
・
診
断
書
料
（
年
金
関
係
以
外
）
を

値
上
げ
し
て
、
料
金
の
適
正
化
を
図
り
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
農
業
委
員
会
の
部
会
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
農
地

部
会
お
よ
び
農
政
部
会
を
設
置
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
同
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
、９
８
７
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
90
億
１
、７
８
２
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。
歳

出
の
主
な
追
加
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
私
立
保
育
園
障
が
い
児
保
育
事
業
委
託
料
　
１
７
８
万
円

・
ひ
ば
り
野
団
地
用
地
補
足
測
量
業
務
委
託
料
　
２
４
６
万
円

・
５
月
４
日
発
生
林
野
火
災
に
係
る
災
害
対
策
費
　
１
２
１
万
円

・
倉
石
中
学
校
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
係
る
測
量
設
計

　
お
よ
び
代
替
地
測
量
の
業
務
委
託
料
　
　
　
５
３
７
万
円

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
買
収
費
　
　
４
２
５
万
円

・
遺
跡
発
掘
調
査
に
係
る
作
業
員
賃
金
　
　
　
２
０
７
万
円

こ
れ
ら
の
財
源
は
国
・
県
支
出
金
、
諸
収
入
、
町
債
を
充

当
し
ま
す
。

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
35
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

５
億
６
、４
４
０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
１
億
５
、
２
２
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。
内
訳
は

エ
ッ
ク
ス
線
テ
レ
ビ
装
置
の
エ
ッ
ク
ス
線
管
球
交
換
修
繕

料
で
、
財
源
は
診
療
収
入
を
充
当
し
ま
す
。

腸炎ビブリオ　サルモネラなどによる
食中毒に注意しましょう！
　夏は食中毒が多発する季節ですが、特に腸炎ビブリオによる食中毒が猛威を

ふるいます。腸炎ビブリオは、生の魚・貝・イカなどの魚介類に付着しています。

　魚・貝・イカなどを家庭で取り扱う場合は、次のことに気をつけましょう。

● 生ものは最後に買い、購入したら寄り道せずに持ち帰るようにしましょう。

● 魚介類を持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫・冷凍庫に入れましょう。

● 魚介類は汁が漏れないように密閉容器などに入れましょう。

● 魚介類を調理する時は、できるだけ魚専用の包丁・まな板などを使用するようにし、
　 同時にほかの食品を調理しないようにしましょう。

● 魚介類は水道水の流水で十分に洗浄しましょう。

● まな板・包丁・ふきんなどの調理器具は、洗浄した後さらに熱湯で消毒しましょう。

● 調理後の食品はすぐ食べましょう。また、刺身などは冷蔵庫から出してから２時間以内
　 に食べましょう。

● 刺身やすしが入った仕出し料理は、すぐ食べるようにしましょう。

● 法事などで出された料理、特に刺身などは絶対に持ち帰らないようにしてください。
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従
っ
て
、
リ
バ
ウ
ン
ド
を
繰
返
す

と
、
身
体
の
中
の
脂
肪
が
増
え
、

筋
肉
な
ど
脂
肪
以
外
の
も
の
の
比

率
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
よ

り
減
量
し
に
く
い
身
体
へ
と
変
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
バ
ウ
ン
ド

を
繰
返
す
場
合
、
減
量
し
な
い
状

態
に
比
べ
て
心
臓
疾
患
で
死
亡
す

る
危
険
性
が
高
く
な
る
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
、
脂

肪
細
胞
（
特
に
内
臓
脂
肪
）
が
、

肥
満
に
な
る
と
色
々
な
物
質
を
盛

ん
に
分
泌
し
て
、
身
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
（
図
）

　
減
量
を
考
え
て
い
る
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
減
量
す
る
の
に
か
な
り
の
注
意

を
要
す
る
病
気
を
も
っ
て
い
る

人
、
幼
少
時
か
ら
肥
満
の
人
、
リ

バ
ウ
ン
ド
を
繰
返
し
て
い
る
人
な

ど
の
場
合
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
慎

重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
専
門
の
人
の
指
導
の
も
と

に
、
肥
満
の
原
因
（
生
活
習
慣
上

の
問
題
点
）
を
認
識
し
て
、
減
量

へ
の
正
し
い
知
識
と
決
意
を
も
っ

て
取
組
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。
理

想
体
重
ま
で
一
挙
に
減
量
す
る
の

で
は
な
く
て
、
ま
ず
は
数
キ
ロ
の

減
量
に
。
こ
れ
だ
け
で
肥
満
に
よ

っ
て
生
じ
て
い
る
合
併
症
が
改
善

傾
向
に
む
く
場
合
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
以
後
は
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な

い
こ
と
に
最
も
注
意
を
払
い
、
少

し
ず
つ
減
量
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
実
行
す
る
に

は
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
つ
め

直
し
、
毎
日
体
重
を
計
測
し
て
現

在
の
体
重
を
認
識
し
て
お
く
こ
と

が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
自
分
を

戒
め
つ
つ
に
な
り
ま
す
が
、
減
量

を
考
え
て
い
る
方
（
美
容
的
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
ご
容
赦
を
）
は
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
取
り
留
め
の
な
い
話
と
な
り
ま

し
た
が
、
五
戸
町
並
び
に
地
域
の

皆
様
の
ご
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
自
己
紹
介

　
こ
の
四
月
か
ら
五
戸
総
合
病
院

内
科
に
勤
務
し
て
い
ま
す
田
口
順

で
す
。
出
身
は
、
白
桃
や
マ
ス
カ

ッ
ト
、
桃
太
郎
伝
説
、
備
前
焼
き

な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
岡
山
で

す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
幼
少

か
ら
災
害
時
等
に
お
け
る
救
助
活

動
に
携
わ
る
仕
事
に
つ
け
れ
ば
と

い
う
憧
れ
が
あ
り
、
防
衛
医
科
大

学
校
に
入
り
ま
し
た
。
卒
業
と
共

に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
通
常

で
は
全
国
を
転
々
と
転
勤
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
は

（
異
例
的
で
）、
研
修
期
間
の
四

年
間
と
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
派
遣
な
ど

の
短
期
の
海
外
勤
務
を
除
く
と
、

ほ
ぼ
広
島
と
青
森
の
勤
務
だ
け
に

な
り
ま
す
。
青
森
で
は
、
大
湊
に

二
回
計
約
六
年
間
、
八
戸
に
一
年

間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
に

青
森
の
方
の
人
情
、
自
然
、
食
材

な
ど
数
々
の
素
晴
ら
し
い
面
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
ぜ
ひ
こ
の
地

に
住
み
た
い
と
思
い
五
戸
に
来
ま

し
た
。

　
研
修
期
間
は
、
各
科
の
短
期
研

修
の
後
、
消
化
器
一
般
外
科
を
専

攻
し
て
、
日
中
は
甲
状
腺
・
乳

腺
・
小
児
・
腹
部
外
科
の
患
者
さ

ん
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夜
に

は
実
験
動
物
の
ラ
ッ
ト
（
少
し
大

き
な
ネ
ズ
ミ
）
と
格
闘
し
つ
つ

“
活
性
酸
素
”
に
関
連
し
た
研
究

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
期
間
以
外
は
、
病
院
と
衛

生
隊
な
ど
の
勤
務
で
し
た
が
、
海

上
自
衛
隊
の
多
く
の
病
院
は
小
規

模
で
、
専
攻
す
る
科
に
関
係
し
な

い
診
療
が
多
く
、
実
際
的
に
は
、

患
者
さ
ん
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い

内
科
や
整
形
外
科
の
患
者
さ
ん
を

診
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か

っ
た
気
が
し
ま
す
。
反
面
、
各
科

を
専
門
あ
る
い
は
専
攻
す
る
多
く

の
先
生
方
と
一
緒
に
直
接
診
療
に

あ
た
る
機
会
も
多
く
あ
り
、
良
い

経
験
に
な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
一
般
的
に
、
小
規
模
な
病
院
は

専
門
性
が
限
ら
れ
や
す
く
、
全
科

が
揃
う
高
次
の
大
規
模
な
病
院
は

専
門
性
か
ら
縦
割
り
的
な
診
療
と

な
り
や
す
い
短
所
が
あ
り
ま
す
。

五
戸
総
合
病
院
は
、
一
人
一
人
の

患
者
さ
ん
に
目
を
む
け
た
地
域
に

根
付
い
た
診
療
を
行
う
に
は
大
き

す
ぎ
ず
小
さ
す
ぎ
な
い
理
想
的
な

病
院
で
あ
り
、
ま
た
、
病
院
職
員

の
方
々
の
熱
意
も
厚
く
働
き
甲
斐

の
あ
る
職
場
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
肥
満
に
つ
い
て

　
健
康
診
断
の
結
果
か
ら
、
あ
る

い
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
て
減
量
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
も
幼
少
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、

肥
満
が
一
つ
の
悩
み
の
種
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
供
な
が
ら
に
減
量

を
と
思
い
つ
つ
で
き
ず
、
「
少
し

太
っ
て
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
る
の

が
い
つ
も
イ
ヤ
だ
っ
た
の
を
記
憶

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
初
め
て

リ
バ
ウ
ン
ド
を
実
感
し
た
の
は
中

学
生
の
時
で
し
た
。
急
性
腎
炎
で

一
月
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
が
、
自

然
に
数
キ
ロ
痩
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
が
、
喜
ん
で
い
た
の
は

つ
か
の
間
、
一
年
後
に
は
以
前
以

上
の
肥
満
体
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
筋
ト
レ
な
ど
運
動
を
し
ま
し

た
が
、
筋
肉
は
つ
く
も
の
の
体
重

は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
高
校
生
時
代

に
は
歯
止
め
の
つ
か
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
し
た
（
今
思
う
と

“
食
べ
る
量
が
明
ら
か
に
過

剰
”）。
大
学
に
入
り
寮
生
活
に
な

る
と
ま
た
自
然
に
準
肥
満
体
ま
で

は
減
り
ま
し
た
が
、
以
後
も
気
を

緩
め
る
と
す
ぐ
再
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
低
カ
ロ
リ
ー
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
国
立
病
院
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
低

イ
ン
ス
リ
ン
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
数

多
く
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
試
み
ま
し

た
が
、
全
て
一
時
的
な
効
果
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
継
続
性
の
な
い

安
易
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
駄
目
と
い

う
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
減
量
時
は
減
っ
て
欲
し

く
な
い
筋
肉
も
脂
肪
と
共
に
減

り
、
体
重
増
加
時
は
増
え
て
欲
し

く
な
い
脂
肪
が
主
に
増
え
ま
す
。

・
医
学
博
士

・
日
本
外
科
学
会
認
定
医

・
日
本
救
急
医
学
会
認
定
医

・
救
急
科
専
門
医

・
岡
山
県
出
身

・
昭
和
35
年
５
月
12
日
生（
45
歳
）

・
昭
和
54
年
３
月
岡
山
県
立
岡
山

大
安
寺
高
校
卒
業

・
昭
和
60
年
３
月
防
衛
医
科
大
学

校
（
医
学
科
）
卒
業

・
昭
和
60
年
３
月
海
上
自
衛
隊
入

隊
・
昭
和
60
年
５
月
医
師
免
許
取
得

・
昭
和
60
年
６
月
初
任
実
務
研
修

‥
防
衛
医
科
大
学
校
お
よ
び
自

衛
隊
中
央
病
院

・
平
成
元
年
８
月
医
官
専
門
研
修

‥
防
衛
医
科
大
学
校
外
科
学
第

一
講
座

・
自
衛
隊
江
田
島
病
院
兼
呉
衛
生

隊
、
自
衛
隊
大
湊
病
院
な
ど
で

診
療
に
従
事

・
平
成
13
年
８
月
八
戸
航
空
衛
生

隊
長
兼
第
２
航
空
群
司
令
部
幕

僚
・
平
成
14
年
８
月
大
湊
衛
生
隊
長

兼
大
湊
地
方
総
監
部
衛
生
監
理

官
兼
自
衛
隊
大
湊
病
院

・
平
成
17
年
４
月
か
ら
当
院
勤
務

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
８
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院内科科長

田　口　 順

田
　
口
　
　
順

た

ぐ
ち

じ
ゅ
ん

(9

非
常
勤

新
井
田
修
久

医
師
名

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

副
院
長

愛
川
　
俊
信

科
　
長

矢
田
部
宏
一

副
医
長

田
口
　
　
順

科
　
長

對
馬
　
清
人

副
医
長

東
山
　
明
弘

非
常
勤

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

非
常
勤

蝦
名
　
宣
男

院
　
長

渡
部
　
秀
一

医
療
局
長

原
田
　
昭
彦

副
医
長

高
見
　
一
弘

非
常
勤

井
戸
川
敏
彦

副
院
長

笹
野
　
拓
也

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

非
常
勤

深
瀬
　
栄
一

科
　
長

藤
原
　
貴
光

非
常
勤

南
場
　
淳
司

非
常
勤

非
常
勤

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

（
東
北
大
学
）

職
　
名

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



u y

従
っ
て
、
リ
バ
ウ
ン
ド
を
繰
返
す

と
、
身
体
の
中
の
脂
肪
が
増
え
、

筋
肉
な
ど
脂
肪
以
外
の
も
の
の
比

率
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
よ

り
減
量
し
に
く
い
身
体
へ
と
変
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
バ
ウ
ン
ド

を
繰
返
す
場
合
、
減
量
し
な
い
状

態
に
比
べ
て
心
臓
疾
患
で
死
亡
す

る
危
険
性
が
高
く
な
る
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
、
脂

肪
細
胞
（
特
に
内
臓
脂
肪
）
が
、

肥
満
に
な
る
と
色
々
な
物
質
を
盛

ん
に
分
泌
し
て
、
身
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
（
図
）

　
減
量
を
考
え
て
い
る
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
減
量
す
る
の
に
か
な
り
の
注
意

を
要
す
る
病
気
を
も
っ
て
い
る

人
、
幼
少
時
か
ら
肥
満
の
人
、
リ

バ
ウ
ン
ド
を
繰
返
し
て
い
る
人
な

ど
の
場
合
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
慎

重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
専
門
の
人
の
指
導
の
も
と

に
、
肥
満
の
原
因
（
生
活
習
慣
上

の
問
題
点
）
を
認
識
し
て
、
減
量

へ
の
正
し
い
知
識
と
決
意
を
も
っ

て
取
組
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。
理

想
体
重
ま
で
一
挙
に
減
量
す
る
の

で
は
な
く
て
、
ま
ず
は
数
キ
ロ
の

減
量
に
。
こ
れ
だ
け
で
肥
満
に
よ

っ
て
生
じ
て
い
る
合
併
症
が
改
善

傾
向
に
む
く
場
合
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
以
後
は
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な

い
こ
と
に
最
も
注
意
を
払
い
、
少

し
ず
つ
減
量
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
実
行
す
る
に

は
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
つ
め

直
し
、
毎
日
体
重
を
計
測
し
て
現

在
の
体
重
を
認
識
し
て
お
く
こ
と

が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
自
分
を

戒
め
つ
つ
に
な
り
ま
す
が
、
減
量

を
考
え
て
い
る
方
（
美
容
的
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
ご
容
赦
を
）
は
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
取
り
留
め
の
な
い
話
と
な
り
ま

し
た
が
、
五
戸
町
並
び
に
地
域
の

皆
様
の
ご
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
自
己
紹
介

　
こ
の
四
月
か
ら
五
戸
総
合
病
院

内
科
に
勤
務
し
て
い
ま
す
田
口
順

で
す
。
出
身
は
、
白
桃
や
マ
ス
カ

ッ
ト
、
桃
太
郎
伝
説
、
備
前
焼
き

な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
岡
山
で

す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
幼
少

か
ら
災
害
時
等
に
お
け
る
救
助
活

動
に
携
わ
る
仕
事
に
つ
け
れ
ば
と

い
う
憧
れ
が
あ
り
、
防
衛
医
科
大

学
校
に
入
り
ま
し
た
。
卒
業
と
共

に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
通
常

で
は
全
国
を
転
々
と
転
勤
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
は

（
異
例
的
で
）、
研
修
期
間
の
四

年
間
と
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
派
遣
な
ど

の
短
期
の
海
外
勤
務
を
除
く
と
、

ほ
ぼ
広
島
と
青
森
の
勤
務
だ
け
に

な
り
ま
す
。
青
森
で
は
、
大
湊
に

二
回
計
約
六
年
間
、
八
戸
に
一
年

間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
に

青
森
の
方
の
人
情
、
自
然
、
食
材

な
ど
数
々
の
素
晴
ら
し
い
面
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
ぜ
ひ
こ
の
地

に
住
み
た
い
と
思
い
五
戸
に
来
ま

し
た
。

　
研
修
期
間
は
、
各
科
の
短
期
研

修
の
後
、
消
化
器
一
般
外
科
を
専

攻
し
て
、
日
中
は
甲
状
腺
・
乳

腺
・
小
児
・
腹
部
外
科
の
患
者
さ

ん
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夜
に

は
実
験
動
物
の
ラ
ッ
ト
（
少
し
大

き
な
ネ
ズ
ミ
）
と
格
闘
し
つ
つ

“
活
性
酸
素
”
に
関
連
し
た
研
究

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
期
間
以
外
は
、
病
院
と
衛

生
隊
な
ど
の
勤
務
で
し
た
が
、
海

上
自
衛
隊
の
多
く
の
病
院
は
小
規

模
で
、
専
攻
す
る
科
に
関
係
し
な

い
診
療
が
多
く
、
実
際
的
に
は
、

患
者
さ
ん
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い

内
科
や
整
形
外
科
の
患
者
さ
ん
を

診
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か

っ
た
気
が
し
ま
す
。
反
面
、
各
科

を
専
門
あ
る
い
は
専
攻
す
る
多
く

の
先
生
方
と
一
緒
に
直
接
診
療
に

あ
た
る
機
会
も
多
く
あ
り
、
良
い

経
験
に
な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
一
般
的
に
、
小
規
模
な
病
院
は

専
門
性
が
限
ら
れ
や
す
く
、
全
科

が
揃
う
高
次
の
大
規
模
な
病
院
は

専
門
性
か
ら
縦
割
り
的
な
診
療
と

な
り
や
す
い
短
所
が
あ
り
ま
す
。

五
戸
総
合
病
院
は
、
一
人
一
人
の

患
者
さ
ん
に
目
を
む
け
た
地
域
に

根
付
い
た
診
療
を
行
う
に
は
大
き

す
ぎ
ず
小
さ
す
ぎ
な
い
理
想
的
な

病
院
で
あ
り
、
ま
た
、
病
院
職
員

の
方
々
の
熱
意
も
厚
く
働
き
甲
斐

の
あ
る
職
場
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
肥
満
に
つ
い
て

　
健
康
診
断
の
結
果
か
ら
、
あ
る

い
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
て
減
量
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
も
幼
少
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、

肥
満
が
一
つ
の
悩
み
の
種
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
供
な
が
ら
に
減
量

を
と
思
い
つ
つ
で
き
ず
、
「
少
し

太
っ
て
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
る
の

が
い
つ
も
イ
ヤ
だ
っ
た
の
を
記
憶

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
初
め
て

リ
バ
ウ
ン
ド
を
実
感
し
た
の
は
中

学
生
の
時
で
し
た
。
急
性
腎
炎
で

一
月
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
が
、
自

然
に
数
キ
ロ
痩
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
が
、
喜
ん
で
い
た
の
は

つ
か
の
間
、
一
年
後
に
は
以
前
以

上
の
肥
満
体
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
筋
ト
レ
な
ど
運
動
を
し
ま
し

た
が
、
筋
肉
は
つ
く
も
の
の
体
重

は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
高
校
生
時
代

に
は
歯
止
め
の
つ
か
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
し
た
（
今
思
う
と

“
食
べ
る
量
が
明
ら
か
に
過

剰
”）。
大
学
に
入
り
寮
生
活
に
な

る
と
ま
た
自
然
に
準
肥
満
体
ま
で

は
減
り
ま
し
た
が
、
以
後
も
気
を

緩
め
る
と
す
ぐ
再
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
低
カ
ロ
リ
ー
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
国
立
病
院
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
低

イ
ン
ス
リ
ン
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
数

多
く
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
試
み
ま
し

た
が
、
全
て
一
時
的
な
効
果
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
継
続
性
の
な
い

安
易
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
駄
目
と
い

う
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
減
量
時
は
減
っ
て
欲
し

く
な
い
筋
肉
も
脂
肪
と
共
に
減

り
、
体
重
増
加
時
は
増
え
て
欲
し

く
な
い
脂
肪
が
主
に
増
え
ま
す
。

・
医
学
博
士

・
日
本
外
科
学
会
認
定
医

・
日
本
救
急
医
学
会
認
定
医

・
救
急
科
専
門
医

・
岡
山
県
出
身

・
昭
和
35
年
５
月
12
日
生（
45
歳
）

・
昭
和
54
年
３
月
岡
山
県
立
岡
山

大
安
寺
高
校
卒
業

・
昭
和
60
年
３
月
防
衛
医
科
大
学

校
（
医
学
科
）
卒
業

・
昭
和
60
年
３
月
海
上
自
衛
隊
入

隊
・
昭
和
60
年
５
月
医
師
免
許
取
得

・
昭
和
60
年
６
月
初
任
実
務
研
修

‥
防
衛
医
科
大
学
校
お
よ
び
自

衛
隊
中
央
病
院

・
平
成
元
年
８
月
医
官
専
門
研
修

‥
防
衛
医
科
大
学
校
外
科
学
第

一
講
座

・
自
衛
隊
江
田
島
病
院
兼
呉
衛
生

隊
、
自
衛
隊
大
湊
病
院
な
ど
で

診
療
に
従
事

・
平
成
13
年
８
月
八
戸
航
空
衛
生

隊
長
兼
第
２
航
空
群
司
令
部
幕

僚
・
平
成
14
年
８
月
大
湊
衛
生
隊
長

兼
大
湊
地
方
総
監
部
衛
生
監
理

官
兼
自
衛
隊
大
湊
病
院

・
平
成
17
年
４
月
か
ら
当
院
勤
務

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
８
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院内科科長

田　口　 順

田
　
口
　
　
順

た

ぐ
ち

じ
ゅ
ん

(9

非
常
勤

新
井
田
修
久

医
師
名

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

副
院
長

愛
川
　
俊
信

科
　
長

矢
田
部
宏
一

副
医
長

田
口
　
　
順

科
　
長

對
馬
　
清
人

副
医
長

東
山
　
明
弘

非
常
勤

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

非
常
勤

蝦
名
　
宣
男

院
　
長

渡
部
　
秀
一

医
療
局
長

原
田
　
昭
彦

副
医
長

高
見
　
一
弘

非
常
勤

井
戸
川
敏
彦

副
院
長

笹
野
　
拓
也

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

非
常
勤

深
瀬
　
栄
一

科
　
長

藤
原
　
貴
光

非
常
勤

南
場
　
淳
司

非
常
勤

非
常
勤

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

（
東
北
大
学
）

職
　
名

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脂肪細胞由来の生理活性物質

ｱﾝ ｷﾞｵﾃﾝｼﾉｰｹﾞﾝ

ｱﾝ ｷﾞｵﾃﾝｼﾝⅡ

アンドロゲン
エストロゲン

未知物質

アディポネクチン

SPARC

血管病・動脈硬化

レプチン 摂食・生殖

TNF-α

レシチン
FFA

アディポネクチン

糖代謝

リポ蛋白質リパーゼ
ｺﾚｽﾃﾛｰﾙｴｽﾃﾙ輸送蛋白質

ｱｼﾚｰｼｮﾝ刺激因子

脂質代謝

免疫 その他

性機能

血圧調整
（apo D, E, J）

IL6,factor B, C3a, H, I
Properdin,Crry,adipsin

PAI-1,HB-EGF
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五 戸 ま つ り 行 事 予 定

第36回小・中学生科学展
五戸地方小・中学校相撲大会
流　　し　　踊　　り
山　車　夜　間　競　演

9 月1 日（木）　前　　夜　　祭

9 月2 日（金）　お　　通　　り

9 月3 日（土）　中　　　　　日

豊 　 年 　 感 　 謝 　 祭
山　車　自　由　運　行

16：00～17：00

9：00～15：00

9：30～11：00

13：00～17：30

18：00～21：00

9：00～15：00

9：00～

18：00～19：15

19：20～20：30

17：00～20：00

稲　　　荷　　　神　　　社

五 戸 小 学 校 第 2 体 育 館

五 戸 小 学 校 第 2 体 育 館

五 戸 小 学 校 相 撲 場

五戸小学校発　　　稲荷神社

町　　　　　　　　　　　内

五戸小学校発　　各町内

稲 荷 神 社 発　　各町内

歴史みらいパーク野外ステージ

各　　　　　町　　　　　内

第36回小・中学生科学展
小・中学校鼓笛隊パレード
お神輿および山車合同運行（山車審査）
カ　ラ　オ　ケ　祭　り

9 月4 日（日）　お　　還　　り
9：00～15：00

13：30～18：00

18：30～20：00

五 戸 小 学 校 第 2 体 育 館

八 幡 宮 発　　各町内
※喧嘩太鼓…南部バス五戸（営）前

歴史みらいパーク駐車場

第36回小・中学生科学展

お神輿および山車合同運行（喧嘩太鼓）

第5回奥州よさこい祭り

変更となる場合もありますので
あらかじめご了承ください。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
家
族
み
ん
な
で
楽
し
い
お
盆

　
お
盆
中
に
は
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
迎
え
火
・
送
り
火
・

花
火
な
ど
火
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に

今
一
度
、
火
の
取
り
扱
い
に
対
し
気
持
ち
を
新
た
に
、
火
災
や

事
故
の
な
い
楽
し
い
お
盆
を
家
族
み
ん
な
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。

迎
え
火
・
送
り
火
は

　
火
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
燃
え
な
い
容
器
の
中
で
行
う
。

　
風
の
強
い
時
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
完
全
に
消
火
し
た
か
確
認
す
る
。

花
　
火
　
は

　
大
人
と
一
緒
に
行
う
。

　
人
に
向
け
な
い
。

　
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
行
う
。

迎
え
火
・
送
り
火
・
花
火
は

　
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
行
う
。

　
最
後
に
周
り
に
水
を
ま
く
。

五
戸
消
防
署
・
五
戸
町
消
防
団

―
お
盆
の
供
物
の
処
理
に
つ
い
て
―

　
お
盆
の
供
物
は
、
各
自
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
慣
例
に
よ
り
、
一
定
の
個
所
に
供
物
を
ま
と
め
収
集
す
る
所

に
つ
い
て
は
、
今
年
か
ら
各
自
治
会
ま
た
は
各
地
区
で
処
理
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
の
指
導
に
従
っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先  

役
場
保
健
衛
生
課  

℡
62 

│ 

７
９
５
８（
直
通
）

※お願い　８月１日から各町内山車組の練習が始まります。練習は夜９時ごろまでとなりますので、ご町内の皆様の
　　　　　ご理解とご協力をお願いします。
※９月２日開催予定のカラオケ祭り出場者（五戸町在住者）を募集しています。（定員になり次第受付終了）
　●申し込み・問い合わせ先　五戸町観光協会　2６２－７１５５



o

さとこのさとこの

英  国
訪 問 記

その３

英  国
訪 問 記

大学対抗の白熱したボートレース

大釜さん（左）とロバート先生

　
町
の
海
外
派
遣
事
業
で
イ
ギ
リ

ス
を
訪
れ
た
大
釜
賢
子
さ
ん
の
体

験
レ
ポ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
を

お
届
け
し
ま
す
。

２
月
22
日
（
火
）

▼
今
日
は
ロ
バ
ー
ト
と
裁
判
所
に

行
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
例
の
公

判
は
昨
日
で
終
了
し
て
し
ま
っ
た

そ
う
だ
。
そ
の
か
わ
り
に
違
う
公

判
を
見
た
。
数
年
前
の
事
故
を
き

っ
か
け
に
、
あ
る
男
性
が
正
常
に

生
活
を
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

▼
全
て
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
だ
い
た
い
の
流
れ

に
は
つ
い
て
い
け
た
。
今
回
の
公

判
で
は
多
く
の
医
療
用
語
が
使
用

さ
れ
、
私
に
は
興
味
深
か
っ
た
。

検
事
や
弁
護
士

も
、
そ
の
用
語

を
ど
う
と
ら
え

る
か
（
例
え
ば

病
気
の
症
状
）、

ま
た
は
正
確
に

と
ら
え
る
か
で

内
容
が
変
わ
り

う
る
重
要
な
公

判
で
あ
っ
た
。

検
事
や
弁
護
士

の
白
熱
し
た
ム

ー
ド
に
圧
倒
さ

れ
た
。
イ
ギ
リ

ス
で
司
法
関
係

の
仕
事
に
就
き

昇
進
す
る
と
、

も
の
す
ご
い
報

酬
が
得
ら
れ
る

そ
う
だ
。
う
ま

く
説
明
で
き
な

い
が
、
今
日
の
法
廷
で
の
傍
聴
を

通
し
て
、
何
と
な
く
空
気
か
ら
察

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
い
つ

か
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
絶
対
足
を

運
ん
で
裁
判
を
傍
聴
し
た
い
。

２
月
25
日
（
金
）

▼
今
日
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
語
学
学
校
）

が
終
わ
っ
た
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
の
最
後
の
思
い
出
に
と
バ
ス

を
使
わ
ず
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
さ
ん
と
よ

く
歩
い
た
川
沿
い
を
歩
い
て
帰
る

こ
と
に
し
た
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
雪

や
雨
の
ぱ
っ
と
し
な
い
天
気
だ
っ

た
が
、
今
日
は
気
温
も
少
し
は
上

が
り
晴
れ
て
い
た
。
な
ん
と
偶
然

な
こ
と
に
、
大
学
の
ボ
ー
ト
部
対

抗
の
公
式
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
て

い
た
。
彼
ら
が
練
習
し
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
は
何
度
か
あ
っ
た
が
、

レ
ー
ス
を
実
際
に
見
た
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。
多
く
の
学
生
や
観
客

が
詰
め
寄
せ
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
レ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

帰
国
す
る
前
に
レ
ー
ス
が
見
ら
れ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

▼
今
日
で
約
３
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
も

お
別
れ
だ
。
と
て
も
短
か
っ
た
気

が
す
る
。
も
し
も
許
さ
れ
る
な
ら

ず
っ
と
こ
の
地
に
い
た
い
も
の
だ
。

私
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
生

活
は
、
充
実
し
た
楽
し
い
思
い
出

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

英
語
を
存
分
に
学
べ

た
ほ
か
に
も
、
歴
史

あ
る
街
で
の
観
光
な

ど
、
日
本
で
は
体
験

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
体
験
し
、

新
た
な
こ
と
を
吸
収

で
き
た
こ
と
を
心
か

ら
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
こ

れ
か
ら
の
生
活
、
広

く
は
人
生
の
中
で
う

ま
く
活
か
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
い
つ
か
ま

た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
を
訪
れ
て
、
今
見
て
い
る
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
成
長
し
た
自
分

の
違
う
目
線
で
見
た
い
と
思
う
。

そ
の
と
き
、
今
の
私
が
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
で
見
て
い
る
も
の
、
考

え
て
い
る
こ
と
と
、
時
を
越
え
て

未
来
の
自
分
と
が
交
流
で
き
た
ら

い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
。
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
ま
た
来
る
き
っ

か
け
を
無
理
矢
理
作
っ
た
と
こ
ろ

で
、
最
後
に
、
私
に
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
行
き
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
全
員
に
心
か
ら
感

謝
し
て
終
わ
り
た
い
。



町民カレンダーは再生紙を利用して「自然と環境にやさしい町づくり」をめざしています。

字川原町西裏　　古　舘　正　彦さん　　「祝合併　五戸町・倉石村」

平成17年度平成17年度

五戸町民カレンダー五戸町民カレンダー

4

月　間　メ　モ

五戸町民憲章

一、 私たちは、郷土を愛し
　　 　清潔で美しい町をつくります。

二、 私たちは、心と体をきたえ
　　 　健康で明るい町をつくります。

三、 私たちは、善意をひろめ
　　 　人情あつく温かい町をつくります。

四、 私たちは、生きがいを持ち
　　 　豊かで活力のある町をつくります。

五、 私たちは、伝統を重んじ
　　 　教育と文化のかおる町をつくります。

昭和59年８月30日制定

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間
（４／１～５／31　８：30～16：30　役場税務課）

 
未成年者飲酒防止強調月間

身体障害者福祉強化運動月間

河川美化月間

倉石石沢字槍沢　　小　村　順　子さん　　「槍沢の枝垂れ桜 」

● SUNDAY日 ●MONDAY月 ●TUESDAY火 ●WEDNESDAY水 ● THURSDAY木 ● FRIDAY金 ● SATURDAY土

先　勝
2

赤　口
1

先　負
9

仏　滅
16

大　安
23

先　勝

春　　の　　全　　国　　交　　通　　安　　全　　運　　動

春　　の　　全　　国　　交　　通　　安　　全　　運　　動

　こ　　ど　　も　　の　　読　　書　　週　　間

　こどもの読書週間

8

先　負
15

仏　滅
22

赤　口
7

友　引

先　負

14

友　引
21

仏　滅
28

大　安
6

先　勝
13

先　勝
20

先　負
27

仏　滅
5

赤　口

●人権特設相談

●犬 の 登 録 お よ び 狂 犬 病 予 防 注 射（倉 石 地 区）

●犬 の 登 録 お よ び 狂 犬 病 予 防 注 射（五 戸 地 区）

　13：30～16：00

　社会福祉センター

●ごみ０運動

　全町内

12

赤　口
19

友　引
26

先　勝
25

赤　口
24

先　負
4

　

　家庭の日
　

　

　世界保健デー
　

大　安
11

大　安
18

友　引
3

仏　滅
10

大　安
29

赤　口
30

17

5
SUN

6 7

8 9 10 11 12

1 2 3 4 5

13 14

15 16 17 18 19 20 21

22

29

23 24 25 26 27 28

30 31

MON TUE WED THU

MAY

FRI SAT

3
SUN

3 4 5

6 7 8 9

1 2

10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

MON TUE

MAR

WED THU FRI SAT 平成17年

2005年

卯 　 月

A P R I L

　みどりの日

　
　

献血
ご協力ください!!

●問い合わせ先　役場保健衛生課　‡ 62 －7958（直通）

4 /11
（月）

月　日 受 付 時 間 実 施 場 所

※計画は変更になることがあります。広報、回覧等をよくごらんください。

19：30～11：30
13：00～14：30
15：00～16：00

ＪＡしんせい五戸　本所
東北山田車体工業（株）
東北三吉工業（株）

献 血 日 程

なし

し　  だ

!0

五戸町民カレンダー

今年も作品を募集します！

〈
川
柳
〉

頬
っ
ぺ
ぷ
り
園
児
弾
み
て
衣
替
え

尻
屋
灯
風
光
明
媚
見
惚
れ
し
や

彼
の
う
わ
さ
心
の
耳
に
蓋
を
し
て

老
い
た
る
は
雨
に
打
た
れ
し
立
た
ず
み
の

〈
短
歌
〉

毎
日
が
介
護
に
お
わ
れ
つ
ら
い
け
ど

妻
の
笑
顔
が
流
し
て
く
れ
る

帰
れ
な
い
帰
り
た
い
け
ど
あ
の
頃
に

健
康
探
し
て
日
々
暮
る
る
か
な

風
薫
牡
丹
が
咲
き
し
長
谷
寺
に

都
の
匂
へ
山
々
に
満
ち

老
人
ク
ラ
ブ
世
間
話
に
花
咲
か
せ

草
取
り
作
業
も
能
率
ア
ッ
プ

平
成
十
七
年
七
月
七
日
七
十
七
才
喜
寿
の
夫

一
ツ
坂
越
え
次
の
坂
へ
と

ち
ら
ち
ら
と
夜
明
け
告
げ
来
し
鳥
の
声

西
空
め
ざ
し
遠
ざ
か
り
行
く

負
け
て
き
た
君
は
き
ら
め
く
星
の
下

ラ
ケ
ッ
ト
を
振
る
音
響
か
せ
て

町
民
大
学
で
願
望
は
危
険
で
き
り
が
な
く

上
げ
る
賽
銭
は
喜
捨
で
と
学
ぶ

早
早
と
薔
薇
の
香
り
に
さ
そ
わ
れ
て

蜂
は
と
び
か
う
梅
雨
晴
れ
の
庭

木
　
瓜
　
子
　（
上
市
川
中
区
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

小
林
　
静
枝
　（
市
川
道
十
文
字

）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
上
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

匿
　
　
　
名
　（
菖
蒲
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
う

こ
う

ぼ

た
ん

し
ゃ

き

せ
ん

さ
い

ら

ば

い

が

く

だ

め
い

び

ぼ

け

こ

　夏は暑さのために疲労が蓄積しやすく、十分な
休養が必要です。学校は夏休み。家族とのふれあ
いを深める良い機会です。年次有給休暇を上手に
活用するなどして、連続休暇を取得しましょう。

目標　１週間以上のまとまった連続休暇

　年次有給休暇を①事業場全体による一斉付与②
班別の交代制による付与③計画表による個人別付
与などの方法により、個々の労働者の取得希望と
企業の業務の調整を図りつつ、計画的に付与し、
有効に活用させましょう。

青森労働局労働基準部監督課  ℡０１７－７３４－４１１２

　町では、行事などを記載した町民カレンダーを
発行しています。表紙および毎月のカレンダーに
は、町民の皆さんから寄せられた写真や絵画など
を掲載しています。今年も平成18年度町民カレン
ダー（平成18年３月発行）用の作品を募集します
ので、ふるさと五戸町の行事や風景、日常の営み
などを題材とした作品の準備をお願いします。

◎募集作品　写真・絵・版画など
　　　　　　（未発表作品に限ります。）
◎募集時期　平成17年12月～平成18年１月ごろ
　　　　　　（詳細は追ってお知らせします。）
◎そ の 他　より良い、より使いやすい町民カ

レンダーを目指しています。ご意
見・ご要望などありましたら、お
気軽にお電話ください。

◎問い合わせ先  役場総務課  ℡６２－２１１１内線２１５  担当：中里

五戸町民カレンダー

今年も作品を募集します！

五戸町民カレンダー

今年も作品を募集します！

ここに掲載する
作品を募集します



!1

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
保
育
所
給
食
調
理
員

　
　
　
浅
　
田
保
育
所
　
１
人

　
　
　
切
谷
内
保
育
所
　
１
人

　
　
　
上
市
川
保
育
所
　
１
人

※
調
理
の
で
き
る
方
で
、
お
お
む

ね
50
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な

　
方
。

●
雇
用
期
間

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら

　
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

　
日
額
　
５
、３
０
０
円

　
（
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
あ
り
）

●
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）か
ら

　
平
成
17
年
８
月
19
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

所
定
の
履
歴
書
を
各
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
用
紙
は
役
場
総
務
課
、

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浅
田
保
育
所

　
℡
67 

│ 

２
０
３
１

・
切
谷
内
保
育
所

　
℡
68 

│ 

２
２
０
４

・
上
市
川
保
育
所

　
℡
68 

│ 

２
２
０
５

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

自

衛

官

募

集

臨
時
調
理
員
募
集

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
み

ゆ
き
保
育
園
）
で
は
、
子
育
て
家

庭
の
交
流
の
場
を
設
け
、
次
の
日

程
で
育
児
支
援
を
行
い
ま
す
。
親

子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
（
平
成
17
年
分
）

・
平
成
17
年
８
月
６
日
（
土
）

　
お
涼
み
会

・
平
成
17
年
９
月
18
日
（
日
）

　
運
動
会

・
平
成
17
年
10
月
15
日
（
土
）

　
親
子
制
作

・
平
成
17
年
11
月
15
日
（
火
）

　
七
五
三
の
お
祝
い

・
平
成
17
年
12
月
17
日
（
土
）

　
み
ゆ
き
音
楽
と
お
ゆ
う
ぎ
会

※
時
間
等
、
詳
し
く
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
育
児
相
談

・
来
園
相
談

毎
月
第
３
土
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時

・
電
話
相
談

　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　
み
ゆ
き
保
育
園

　
℡
62 

│ 

２
３
４
０

●
航
空
学
生

○
受
験
資
格

21
歳
未
満
の
高
卒
者
（
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
。）

○
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
17
年
９
月
23
日（
金
）

●
一
般
曹
候
補
学
生

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
17
年
９
月
17
日（
土
）

●
曹
候
補
士

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
17
年
９
月
17
日（
土
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
８
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
17
年
９
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
９
月
26
日（
月
）

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

は
年
間
を
通
じ
て
募
集
し
て
い

ま
す
。
（
試
験
日
は
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
９
７
１

　
福
田
　
　
馨
℡
62 

│ 

２
４
１
９

　
中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

　
川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

　
橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

　
久
保
　
富
弥
℡
77 

│ 

２
５
８
７



　
11
月
４
日
（
金
）
か
ら
町
立
公

民
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
五

戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り
」
文
化

部
門
（
舞
台
発
表
お
よ
び
作
品
展

示
）
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
平
成
17
年
９
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
４

●
採
用
予
定
人
員

　
初
級
（
短
大
卒
・
高
校
卒
）

４
人
程
度

　
中
級
（
大
学
卒
）
　
２
人
程
度

●
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
１
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
19
日（
金
）ま
で

●
試

験

日

　
平
成
17
年
９
月
18
日（
日
）

※
受
験
資
格
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
消
防
本
部
総
務
課

　
℡
44 

│ 

２
１
３
２

産
業
と
文
化
ま
つ
り

文
化
部
門
へ
の
参
加

に
つ
い
て

●
警
察
官
Ｂ

○
採
用
予
定
人
員

　
男
性
43
人
程
度

　
女
性
２
人
程
度

○
採
用
時
期

　
平
成
18
年
４
月

○
受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
（
大

卒
者
お
よ
び
大
卒
見
込
み
の
者

を
除
く
。）

※
身
体
的
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
警
察
事
務
（
県
職
員
初
級
）

○
採
用
予
定
人
員

　
３
人
程
度

○
採
用
時
期

　
平
成
18
年
４
月

○
受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
受
付
期
間

　
平
成
17
年
８
月
８
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
２
日（
金
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
17
年
９
月
25
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署

　
℡
62 

│ 

３
２
４
１

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
17
年
度

第
２
学
期
生
（
10
月
入
学
）
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
学
生

・
教
養
学
部

　
全
科
履
修
生 

（
４
年
以
上
在
学
）

　
選
科
履
修
生 

（
１
年
間
在
学
）

　
科
目
履
修
生 

（
６
か
月
間
在
学
）

・
大
学
院

　
修
士
選
科
生 

（
１
年
間
在
学
）

　
修
士
科
目
生 

（
６
か
月
間
在
学
）

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
視
聴
方
法

Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
放
送
大

学
の
授
業
を
放
送
し
て
い
る
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

な
ど
で
授
業
の
再
視
聴
も
で
き
、

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
た
学
習

が
で
き
ま
す
。

●
出
願
期
限

　
平
成
17
年
８
月
31
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

（
八
戸
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
「
ユ
ー
ト
リ
ー
」
内
）

　
℡
70 

│ 

１
６
６
３

・
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.u-air.ac.jp/hp

　
個
人
事
業
税
は
、
一
定
の
事
業

を
行
う
個
人
に
対
し
、
原
則
と
し

て
前
年
の
所
得
を
も
と
に
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。
個
人
事
業

税
が
課
税
さ
れ
る
主
な
事
業
の
種

類
お
よ
び
納
め
る
額
は
、
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　
県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
税
通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
８
月
と
11
月
の
２
期
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

　
個
人
事
業
税
担
当

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

　
内
線
２
１
０

!2

県 税だより
個
人
事
業
税
に
つ
い
て

次の事業を行っている個人で
　○県内に事務所・事業所がある方
　○事務所・事業所を設けていない方で住所地が県内の方

に対して課されます。

※課税所得＝前年の収入金額－必要経費－事業専従者控除
　　　　　　　　　　　　　－各種控除（事業主控除２９０万円など）

物品販売業、不動産貸付業、駐車場業、運送
業、製造業、請負業、旅館業、飲食店業、代
理業などの事業

畜産業、水産業、薪炭製造業
（主として自家労力を用いて行うものを除く。）

医業、歯科医業、薬剤師業、弁護士業、税理
士業、コンサルタント業、デザイン業、理容
業、美容業などの事業

助 産 師 業 、 あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ 、 指 圧 ・
はり・きゅう・柔道整復その他の医業に類す
る事業、装蹄師業

事　業　の　種　類 納める額

第１種
事　業

課税所得
× ５ ％

課税所得
× ５ ％

課税所得
× ３ ％

第２種
事　業

課税所得
× ４ ％

第３種
事　業

放
送
大
学
学
生
募
集

警

察

官

募

集

消

防

職

員

募

集
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8月の
行事予定
8月の
行事予定

8月の
相 　 談
8月の
相 　 談

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62―2111 五戸町役場

■２日（火）・４日（木）

　夏休み子どもアニメ映画会

　１３：３０～　町図書館

■６日（土）代官坂のおとぎ会

　１４：００～　町図書館

■ごのへ夏まつり　ひばり野公園

　・みちのく少年サッカー大会

　　６日（土）・７日（日） ９：0０～

　・花火大会　 ７日（日）１９：００～

相談は無料です

■９日（火）行政相談
　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■９日（火）人権特設相談
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■２３日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整
　℡０１７－７３４－９２３５

藤 坂 稲 作 研 究 部 参 観 デ ー
○と　き：平成17年８月26日（金）　９：00～15：30
○ところ：青森県農林総合研究センター藤坂稲作研究部
　　　　　（十和田市大字相坂字相坂183 －１）

【催事内容】
・農事講演会　　・農産物加工品展示即売　　・試験ほ場の公開
・優良米開発研究センターの公開　　・研究成果の紹介
・冷害研究資料館の公開　　・農事相談所の開設　　・農業機械などの展示販売
・品種紹介ミニツアー　　・イモ掘り体験コーナー　　・食堂
・低アミロース米「ゆきのはな」の加工品試食

●問い合わせ先　青森県農林総合研究センター藤坂稲作研究部
　　　　　　　　℡０１７６－２３－２１６５　担当：工藤

サイエンスフェア２００５ in HIROSAKI
－ 科学が照らす地球の未来 －

科学が好きな人　科学に興味のある人　みんな集まれ！

　県内最大の科学体験イベントとして、県内の科学を愛する先
生たちや「科学する心」応援隊員が一堂に集まり、バラエティ
に富んだ科学実験や工作教室を開きます。家族や友人たちと楽
しみながら、不思議な科学の世界を体験してみませんか？
○日　時：平成１７年８月２０日（土）１０：００～１６：００
　　　　　　　　　　　２１日（日） ９：００～１６：００
○場　所：青森県武道館（弘前市豊田２丁目３番）
○対　象：子どもから大人まで誰でも自由に参加できます。
○料　金：無　料
●問い合わせ先　青森県新産業創造課　℡０１７－７３４－９４１９

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

県 内 の 交 通 事 故 概 況

青森県交通対策協議会

＊（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

年 累 計６ 月 中

発
　
生

死
　
者
　
の
　
状
　
態

死
　
者

傷
　
者

     614件
（－64）

  1,776人
（－61）

15,106人
（－110）

14,050件
（－108）

11,136人
（－ 14）

714人
（－2） 

15人
（－9） 

22人
（－1） 

12人
（－2） 

5人
（－4） 

　   10人
（＋12）

飲 酒 運 転 に
よ る 死 者

自動車乗車
中 の 死 者

高齢者の死者
～65歳以上の人～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

非着用死者

着用していれ
ば助かったと
思われる人

（平成17年）

8月の
献 　 血
8月の
献 　 血

健康なあなたと
私にできること

■９日（火）

　１９：３０～１０：３０　南部バス（株）

　１１：００～１２：００　やまばと寮

　１３：３０～１６：００　五戸総合病院

早め点灯運動　８月の点灯目安時刻…１７：００
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№126

「
お
ら
ほ
の
草
相
撲
⑧

　
　
　
　
　
　

　

切
谷
内
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２４９人　（－８）

　女　１１,００７人　（－５）

総人口２１,２５６人　（－13）

世帯数１６,８９８世帯（＋２）

平成17年７月１日現在

８ 月 の 納 期 

納
期
限
８
月
31
日

 

町
県
民
税
　
第
２
期

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

移
山
寮
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
絵
画

展
実
行
委
員
会
（
高
橋
昭
雄

会
長
）
か
ら
５
万
円

■
五
戸
町
連
合
婦
人
会
（
鳥
谷

部
富
子
会
長
）
は
、
父
の
日

を
記
念
し
、
三
浦
町
長
、
鳥

谷
部
助
役
、
久
保
助
役
、
a

橋
教
育
長
に
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

昭和に改築された切谷内の天満宮

﹇
粒
ヶ
谷
地
﹈

　
明
治
初
期
、
木
ノ
下
の
宗
善
様

（
気
比
神
社
）
へ
村
民
が
参
拝
の

た
め
出
発
し
た
。
途
中
、
犬
落
瀬

の
街
角
で
若
者
た
ち
の
力
比
べ
に

出
く
わ
し
た
。
粒
ケ
谷
地
の
き
の

助
が
こ
れ
に
挑
戦
、
こ
ぶ
し
返
し

と
い
う
上
げ
方
で
ポ
ン
と
大
石
を

上
げ
、
若
者
た
ち
を
び
っ
く
り
さ

せ
た
。
こ
の
石
は
二
百
キ
ロ
近
く

も
あ
る
大
石
だ
っ
た
。

﹇
切
谷
内
﹈

　
村
の
天
満
宮
で
毎
年
一
回
、
放

楽
相
撲
が
開
か
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
藩
政
末
期
、
相
撲
大
会
で
若

者
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し

た
。
「
神
様
（
菅
原
道
真
）
が
相

撲
を
嫌
だ
か
ら
」
と
い
う
の
で
、

そ
の
後
、
昭
和
初
期
ま
で
相
撲
大

会
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。

　
集
落
中
央
に
小
保
内
喜
清
と
い

う
若
者
が
い
た
。
青
年
た
ち
の
リ

ー
ダ
ー
で
切
れ
者
だ
っ
た
。
分
家

の
子
で
あ
り
な
が
ら
、本
家
や
村

の
ボ
ス
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

元
気
者
で
、進
歩
的
な
考
え
の
持

ち
主
。
村
で
最
初
に
自
転
車
を
買

っ
て
乗
り
回
し
た
人
物
で
も
あ

る
。当
時
、村
に
は
風
呂
を
持
つ
家

は
な
か
っ
た
が
、大
正
末
期
に
切

谷
内
小
学
校
で
相
撲
大
会
が
開
か

れ
た
時
、
自
分
の
家
に
取
り
付
け

た
。
昭
和
二
十
二
年
の
村
議
会
選

挙
に
当
選
、副
議
長
を
務
め
た
。

　
昭
和
初
期
の
草
相
撲
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
い
え
ば
、
大
森
の
大
久
保

孫
蔵
。
五
戸
で
は
火
防
線
の
福
田

正
吉
（
伊
達
の
里
）。
美
声
の
呼

び
出
し
は
佐
々
木
松
次
郎
（
小
松

山
、
池
ノ
堂
）。
草
相
撲
に
出
場

し
た
ほ
か
、
相
撲
甚
句
を
う
た
っ

て
観
衆
を
喜
ば
せ
た
。

　
昭
和
十
年
前
後
、
鏡
岩
杯
争
奪

戦
に
三
戸
郡
下
か
ら
十
人
が
出

場
。
上
北
郡
か
ら
も
多
数
出
場
し

た
。
優
勝
は
三
本
木
の
小
武
蔵
、

三
戸
郡
勢
で
は
切
谷
内
の
川
崎
松

之
助
が
四
位
だ
っ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
和
野
の
轟
木
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
上
北
、
三
八

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
級
の
若
者
た
ち

が
続
々
集
ま
り
、
格
調
高
い
大
会

と
い
わ
れ
た
。
切
谷
内
か
ら
小
保

内
千
太
郎
（
千
歳
）
、
川
崎
松
之

助
（
南
部
山
）
、
佐
々
木
松
次
郎

（
小
松
山
）
の
三
人
が
出
場
。
南

部
山
は
上
北
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

い
わ
れ
た
し
げ
の
里
と
五
回
の
顔

合
わ
せ
で
も
め
、
二
時
間
後
に
大

会
が
行
わ
れ
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
千
歳
は
三

十
貫
（
約
百
十
キ
ロ
）
も
あ
ろ
う

か
と
い
う
南
部
若
と
対
戦
。
制
限

時
間
が
な
い
の
で
、
仕
切
り
は
ゆ

っ
く
り
「
待
っ
た
」
は
七
回
も
繰

り
返
し
、
南
部
若
を
に
ら
み
つ
け

て
疲
れ
さ
せ
、
一
番
勝
負
で
勝
利

し
た
。

﹇
大
　
森
﹈

　
大
久
保
留
蔵
（
森
ケ
崎
）
が
あ

る
時
、
子
ど
も
を
背
負
っ
て
八
戸

見
物
に
出
か
け
た
際
、
放
楽
相
撲

に
出
会
っ
た
。
鶴
と
い
う
力
士
が

勝
ち
進
み
、
誰
一
人
相
手
に
な
る

者
が
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
子
ど

も
を
お
ん
ぶ
し
た
若
者
が
、
見
物

人
か
ら
押
さ
れ
て
出
た
。
鶴
と
二

回
取
り
組
み
二
勝
。
帰
り
に
は
狙

わ
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
赤

ん
坊
を
連
れ
て
や
っ
と
大
森
に
帰

っ
た
と
い
う
。

　
留
蔵
は
大
正
初
期
に
九
十
歳
で

死
亡
し
て
い
る
。
跡
継
ぎ
は
な
く

絶
家
と
な
り
、
そ
の
土
地
に
大
久

保
芳
夫
が
住
ん
で
い
る
。
芳
夫
は

吉
野
川
の
四
股
名
で
十
七
歳
か
ら

相
撲
を
取
り
始
め
、
二
十
一
歳
か

ら
三
十
一
歳
ま
で
県
南
地
方
の
興

行
相
撲
に
参
加
、
昭
和
初
期
ま
で

取
り
続
け
た
と
語
る
。
「
上
大
町

の
伊
達
の
里
は
、
地
方
の
大
関
級

だ
っ
た
が
、
酒
を
飲
ん
で
い
た
時

腹
を
刺
さ
れ
、
そ
れ
が
元
で
死
亡

し
た
。
そ
の
際
自
分
は
町
立
病
院

に
入
院
中
で
、
仲
間
の
葬
儀
に
出

席
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念

だ
。」
と
嘆
い
た
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

し

こ

な




